
令和７年度道徳教育全体計画 

青森県立弘前第一養護学校 

関係法令等 

○関係諸法規 
・憲法 
・教育基本法 
・学校教育法 
・その他の諸法規 
○学習指導要領 
○青森県学校教育指導の
方針と重点 

 

教育目標 

 
(1) 一般目標 
  こどもたちの発達に応じた知識・技能及び社会参加できる力
を培い、可能な限り自立した生活ができ、生きることの喜びを
見出せる人間に育てる。 

(2) 具体目標 
「健康で明るく、たくましく、主体的に生きるこどもの育成」 
ア 生活習慣の形成を図り、健康な日常生活ができる。 
イ 主体的に学習に参加し、自分なりに精一杯表現できる。 
ウ 相手を思いやり、楽しい集団活動ができる。 
エ 勤労への喜びと感謝の気持ちをもち、たくましく生きるこ 
とができる。 

 

 

保護者の願い 

・健康で、明るく元気に活動してほ
しい。 

・周囲の人と仲よくし、思いやりを

もって行動してほしい。 
・毎日の生活に必要なことが、少し
でも多くできるようになってほし

い。 

 

家庭・地域社会との連携 

○情報交換を密に行うこと
により、相互理解を図り
学校と家庭、地域が一体
となってこどもたちの健
全な育成に努める。 

○各種関係機関との連携を
密にし、体験学習やボラ
ンティア活動などの協力
を得る。 

・学校運営協議会 
・参観日、学級だより 
・親子レクリエーション 
・小学部運動会 
・小・中学部学習発表会 
・高等部祭 
・合同作品展 

教師の願い 

・基本的な生活習慣を身に付け、友
達と協力して活動に取り組んでほ
しい。 

・自分の役割に責任をもち最後まで
やり遂げるようになってほしい。 

・自然や生命を尊重するようになっ

てほしい。 
・様々な学習を通して、望ましい社
会習慣を身に付けてほしい。 

・計画や各自の課題を確認し、学習
に取り組むことにより、協力して
最後までやり遂げたり、お互いの

良さを認め、自己実現したりして
ほしい。 

 

 
 
 
 
 

道徳教育の方針 
１ 家庭や地域と連携を図り、全教育活動を通して道徳的態度の育
成に努める。 

２ 体験活動や特別活動を通して、思いやりや善悪を判断できる道
徳的実践力を育てる。 

※道徳科は、各教科等を合わせた指導又は時間を設定して取り扱
う。 

 

道徳教育における学部重点目標 

小学部 中学部 高等部 

・自立心や自律性、生命を尊重する心や他者を
思いやる心を身に付ける。 

・挨拶などの基本的な生活習慣を身に付ける。 
・善悪を判断し、してはならないことをしな
い。 

・集団や社会生活上のきまりを守る。 
・我が国や郷土の文化と生活に親しみ、愛着を
もつ。 

 

・自立心や自律性、生命を尊重する心や他者を
思いやる心を身に付ける。 

・相手の考えや立場を理解して支え合う。 
・集団や社会のきまりの意義を理解して進んで
守る。 

・伝統や文化を尊重し、それらを育んできた我
が国と郷土を愛する。 

・自立心や自律性を高め、規律ある生活を営
む力を身に付ける。 

・法やきまりの意義に関する理解を深める。 
・自らの将来の生き方を考え、主体的に社会の
形成に参画する意欲と態度を身に付ける。 

・伝統と文化を尊重し、それらを育んできた
我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊
重する。 

・国際社会に生きる日本人としての自覚を身
に付ける。 

 

教育環境の整備：校内外の美化、掲示物の工夫、校内における研究の充実 

 
総合的な学習の時間 
総合的な探究の時間 

【中学部】 
・自分の役割や学習課題が分かり、工夫し、
主体的、創造的、探究的に取り組む態度を
育成する。 

・地域の自然や社会に興味や関心をもち積極
的に関わろうとする態度を育成する。 

・学習活動を通して、気付いたり分かったり
したことをまとめたり発表したりする態
度を育成する。 

【高等部】 
・自分の役割や学習課題を理解し、探究の見
方・考え方を働かせ、探究に主体的に関わ
ろうとする態度を育成する。 

・地域の自然や産業、人々に関心をもち、積
極的に関わろうとする態度を育成する。 

・学習活動を通して、気付いたことや分かっ
たことを実生活と結び付けて考えたり、ま
とめて発表したりするための能力（思考
力・判断力・表現力等）を育成する。 

 

 

特別活動 

 
・集団や社会の形成者として
の見方・考え方を働かせ、
様々な集団活動に自主的、
実践的に取り組み、互いの
良さや可能性を発揮し、集
団や自己の生活上の課題を
解決することを通して、必
要な資質・能力を育成する
こと目指す。 

 

各教科  自立活動 
 
・各教科の目標達
成を目指し、各
教科の特質に応
じて道徳教育を
行うとともに、
道徳科で扱った
内容を関連付け
て指導すること
により、児童生
徒の内面に根ざ
した道徳性を育
む。 

 
・自立を目指し、障 
がいによる学習
上又は生活上の
困難を主体的に
改善・克服しよう
とする力を育て
る。 

 

生徒指導との関連 他校種との連携 

・こどもたちがよりよい学校生活を送ろう
とする態度を育てる。 

・教師とこどもたちの心の結び付きを基調

とし人間的なふれあいを大事にする。 
・家庭や地域と連携を図り、基本的な生活
規範を身に付ける。 

・船沢小学校及び船沢中学校との交流及び
共同学習 

・地域の高等学校との交流及び共同学習 

・居住地校での交流及び共同学習 


